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2020年 12月 24日 

株式会社インテック 

 

インテック、自治体向け IoT プラットフォームを開発 

～都市 OS「FIWARE」を利用したスマートシティ実現のため実証実験を開始～ 

 

TISインテックグループの株式会社インテック（本社：富山県富山市、代表取締役社長： 

北岡隆之、以下インテック）は、都市 OS※1として期待されている「FIWARE（ファイウェア）」を利

用したセンサー情報を収集・分析・可視化する IoT プラットフォームを開発し、富山県滑川市、

南砺市、上市町の協力のもと、自治体業務の効率化や課題解決を目的とした実証実験を開始する

ことを発表します。 

※1 都市 OS：スマートシティの情報基盤 

 

 今回インテックが開発した自治体向け IoT プラットフォームは、社会・公共分野で業種を超え

てデータの共有・活用を実現するデータ共有基盤の「FIWARE」とソニーネットワークコミュニケ

ーションズ株式会社が提供する LPWA (Low Power, Wide Area：低消費電力の広域無線通信技術)

の無線通信サービス「ELTRES™ IoTネットワークサービス（以下 ELTRES）」を採用することで、IoT

環境を短期間に導入し、エリアを限定せず全国で利用可能になります。 

自治体が独自で無線環境を構築する必要がないため、今回開発した IoTプラットフォームと組

み合わせて、すぐに利用開始できます。本プラットフォームを活用することで、各自治体が抱え

るさまざまな課題（児童や高齢者の見守り、雨量の観測、田畑の環境監視、各種車両のモニタリ

ング、盗難防止など）を解決し、職員の業務負荷削減と住民サービスの向上を実現します。 

 

＜自治体 IoTプラットフォームイメージ＞ 
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■実証実験の概要 

富山県の滑川市、南砺市、上市町の 3 自治体に協力いただき、各自治体の課題について自治体

向け IoTプラットフォームを使った実証実験を行います。 

 

・滑川市 

滑川市は、古くから水害に悩まされてきたことから、河川の改修や、放水路の整備を行うなど、

水害対策に力を入れている地域です。今回は、住宅密集地に流れ込む伝五郎川に水位センサーを

設置し、水位変化の遠隔監視や危険水位のメール通知を行い、水害対策に役立つかを検証します。 

 

実施時期（予定）：2021年 1月～2021年 7月 

検証内容：河川の水位監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜河川の水位監視イメージ＞         ＜河川の水位監視状況通知イメージ＞ 
 
 

・南砺市 

南砺市の山間部は豪雪地帯であり、毎年 11月に除雪対策本部を立ち上げ、万全の体制で冬に備

えています。今回は、除雪車に GPSを搭載し、除雪車の位置情報や市道の除雪状況をデータ化し、

除雪作業の実態を可視化することで、除雪業務委託料精算時のエビデンスとしての利用や、除雪

担当エリアの見直しなどの参考データとして活用できないかを検証します。 

また、積雪量を確認しにくい山間部に積雪センサーを設置し、除雪の必要性について遠隔監視可

能かも検証します。 

 

実施時期（予定）：2021年 1月中旬～2021年 2月 

検証内容：除雪業務の可視化  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除雪車業務のイメージ＞             ＜除雪業務データ確認イメージ＞ 
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・上市町 

上市町は、町鳥獣被害防止計画を策定し、町と鳥獣被害対策実施隊が一体となって被害防止に

取り組んでいます。箱罠に餌を仕掛ける作業や捕獲確認のため、定期的に現地作業を行う必要が

あります。しかし、冬季に箱罠設置場所である山間部に人が入るのは負担が大きいため、今回の

実証実験では、箱罠にセンサーを設置し捕獲状況を遠隔で確認することで、現地確認作業の負担

軽減に役立てられるかを検証します。 

 

実施時期（予定）：2021年 1月中旬～2021年 3月中旬 

検証内容：獣害対策 

＜獣害対策の監視イメージ＞         ＜獣害対策の箱罠の状況確認通知イメージ＞ 

 

■今後の展開 

インテックは、これまで多くの自治体業務に関わってきたノウハウを生かし、全国の自治体の

課題解決を支援するため今後もエリア、分野を特定せず、多くの実証実験を行い、自治体向け IoT

プラットフォームの早期事業化を目指します。 

今回開発した自治体向け IoT プラットフォームを使用して蓄積したセンサーデータを可視化・

分析し、都市サービスのスマート化に貢献します。 

また、将来的には、各自治体のスマートシティの特性に合わせ、ELTRES以外の様々な通信ネッ

トワークを複合して利用する（ハイブリッド方式）ための機能拡張を予定しています。 

 

※「ELTRES™」はソニー株式会社の商標です。 

※記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

インテックについて（https://www.intec.co.jp/） 

 お客様の経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、

サービス提供、運用保守まで、IT分野において幅広く事業を展開しています。インテックは、1964

年の創業以来培ってきた技術力をもとに、AI、RPA等のデジタル技術の活用や、新たな市場の創造

にも積極的に挑戦しています。常にオープンな姿勢で、人、企業、社会を技術でつなぎ、自らも

変革しながら「豊かなデジタル社会の一翼を担う」企業としてお客様に新しい価値を提供してま

いります。 

 

TISインテックグループについて 

 TIS インテックグループはグループ社員約 2 万人が一体となって、強みを活かし、国内および

海外の金融・製造・サービス・公共など多くのお客様のビジネスを支える ITサービスを提供して

います。デジタル技術を駆使したムーバーとして、未来の景色に鮮やかな彩りをつけていきます。 
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【報道関係のお問い合わせ】 

株式会社インテック テクノロジー＆マーケティング本部 広報室 小川、長谷、稲垣 

E-Mail：press@intec.co.jp 

 

【サービスに関するお問い合わせ】 

株式会社インテック 行政システム事業本部 行政システム営業部 担当：浅野 

TEL：076-444-8030   E-Mail：gov-iot@intec.co.jp 

 


